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令和６年度（2024年度）第４回南大沢中学校区地域づくり推進会議 議事概要 

日  時 令和６年（2024年）12月 1４日(土) 9：30～12：30 

場  所 南大沢中学校 3階 家庭科室 

出 席 者 

司会：木村 

参加者：飯田、磯田、柿島、久保田、高橋、田中（茂）、廣瀬、廣田、福澤、宮武、吉村 

見学者：市川（（株）多摩ニュータウン開発センター）  

高齢者あんしん相談センター南大沢 青山 

はちビバ統括 斎藤 

はちビバ由木 鶴田 

経営計画課地域づくり担当：石川、田中 

配布資料 第４回南大沢中学校区地域づくり推進会議資料 

 

１ 開会 

・ 憩いの場づくりグループ木村氏が司会役を務めた。 

 

２ みんなにシェア・みんなでシェア（活動の周知、お手伝いが欲しいこと、お困りごとなどの共有） 

（司会・木村氏） 

（参加者の意見） 

・12/21 クリーン作戦開催予定（300名程度参加予定） 

・青少対の地区委員会で、八王子の青少年の犯罪率と再犯率が高いとの報告あり 

・南大沢地区の歩道が暗いとの話あり。街路灯は車道を照らしているし樹木があって歩道は暗い。 

 

・南大沢の遊歩道の良さを知ってもらえないかと考えた 

・遊歩道やまちづくりを活かすきっかけの一つとしてマップの作製と謎解き企画が実施できないか 

・将来的には、南大沢中学校区だけでなく、もう少し広い範囲の方々に活用していただくことも考えられるのではないか 

・令和６年度の予算を活用して、チラシを作って学校への配付などをやってみるのもよいのではないかと考えている 

 

・2/24（月）南大沢文化会館でぽまる場の活動報告会を実施予定 

・あわせて、推進会議参加者を含め、地域で居場所活動をしている方たちをお誘いして、それぞれの活動の認知度向上

と団体同士のつながりづくりの場にできればと考えている 

 →推進会議参加者の中から数名、お手伝いやブース出展に参加することとなった。 

 

・1/31（金）南大沢中学校で４年ぶりに学運協主催で給食試食会を開催予定 

 

・12/15（日）ショートフィルム映画祭本戦が開催予定 

・南大沢町会で、年末年始に４社寺を周遊してもらうためのデジタルスタンプラリー企画中 

※特典：1月下旬の餅つき大会への無料参加券 

・お知らせは町会の回覧と line 

 ※学校を通じたお知らせは、神社が絡んでしまうと宗教的なものとされてしまうので難しいかもしれない 

・南大沢八幡神社では、1/1には甘酒とお餅をふるまう（八幡神社の氏子が主催） 

・4月のフラワーフェスティバルについて出展希望があれば教えてほしい 

・防災についての取り組みを引き続き続けていく 
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・大人の外国の方に日本語を教えている。中には中高生もおり、工科高校に通っている子からプログラミングについて聞

かれたが、教えられず困っている。どなたか教えられる方はいないか？ 

 ⇒田中義徳さんがプログラミングについては詳しい 

  あさひ塾の塩田さんに聞いてもいいかも 

 

・12/13（金）が東京都の備蓄品の配付申込日であった。残った分を、すべて引き受けることになっているが数が多いた

めまとめて必要な団体等があれば（リッツ 70 食分×2,500 箱程度、ビスコ、米粉クッキー、アルファ米セット 50～70

食分×5,000箱程度） 

 

・ぽまる場では 1 日にお米を 15 合ほど使っている。ふるさと納税のお米の届け先を“ぽまる”にしていただくなどありが

たい。作りすぎてしまったなどの野菜もうれしい。毎週月曜に届けていただけるとありがたい。 

 

・11/15（金）八王子市主催の地域共創アイデアソンへ出席、グループで発表を行い有意義な一日であった 

（市） 

・パブコメ結果について説明 

（高齢者あんしん相談センター） 

・高齢者支援マップ等について 

・75歳以上の高齢者向けアンケートにおいて、ボランティアに関心がある方が地域に一定程度いることが分かった 

(はちビバ由木) 

・はちビバ由木について説明 

 

◆令和６年度地域づくり推進事業補助金および活動団体について 

・事務局から説明 

（参加者の意見） 

・予算について、来年度の見通しは？ 

 ⇒（市）要求はしているが、現状では未定としか言えない 

・南大沢地区で考えた時、南大沢中学校区だけでいいのか、宮上中学校区や鑓水、上柚木なども巻き込まなくていい

のかという想いもある ※上柚木、鑓水は若い人も多い 

 ⇒（市）他地区の合意が得られれば、いくつかの中学校区合同でということも可能であるが、賛成、反対どちらの意見

もあることを考えると、慎重に考える必要があると思われる 

・一般的な行政の補助金は飲食物に使えないなど、使い道にかなりの制約があり使い勝手が悪い印象がある。この補

助金はどうか ※企業から協賛金などの方が使い勝手が良い 

 ⇒（市）行政の補助金である以上、使い勝手の悪さは同じくある 

    加えて地域づくりに資する効果についても計画時から意識していただく必要がある 

・印刷物について、都の補助金などでは、年度内に配りきれなかったものはすべて処分することなどの制約があるが、こ

の補助金はどうか？ 

 ⇒（市）処分する必要はない、内容に支障がなければ翌年度もお使いいただけるが、計画時におおよその配付予定部

数などを記載していただく必要がある 

・団体をつくることで、企業からの協賛金などを集めることができるなど、何かをやろうとした時に横展開がしやすくなる

部分もあると思う 

・団体をつくること自体には賛成だが、どんなことをやるかということを少しはっきりさせておいた方がよいのではないか 
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・金額から考えると、補助金については、冊子の作成などによる情報発信くらいにしか使えないと思う。実際にイベントな

どの費用は、企業からの協賛金で賄うなどでもよいのではないか 

・カルテの更新も必要なのではないか 

・団体を立ち上げた時、市の認定団体ということになるのか 

 ⇒（市）市の要綱に基づき届出をいただき、確認書を交付することになっているが、市が認定している団体というわけ

ではない。 

推進会議と違って、市が設置した団体ではなくあくまでも任意団体ということになるが、推進会議と表裏一

体であり、届出いただいていることを考えると、イメージ的には一般の任意団体とは違う感じもあるかもしれ

ない 

・（市）推進計画に掲げたアクションプランに対して、今後、どのようなアプローチをしていくかによって、団体の要、不要な

どが変わってくるのではないか 

・予算ありきではなく、フレキシブルに動けるようにするために団体を作っておくということでよいのではないか。団体を

作ってみて、使える補助金や協賛金があれば使う。 

・団体設立の手続きを進める 

・会則案等については市川さんが次回推進会議までに作成し、次回推進会議時に総会を行い正式な立ち上げとする。 

・期間的に令和６年度の補助金は難しいかもしれないが、企業等からの協力を得るための動きをとることはで 

きる 

・推進会議について、来年も開催するということでよいか？ 

 ⇒（市）開催頻度等は、来年何をやるかで決めていただければと思いますが、市として推進会議を開催しないというこ

とは考えていない 

・団体の名称については、次回決めるので、各自考えておく 

 

 


